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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
生検、手術数は例年通り。悪性腫瘍手術数も例年通りですので、どんどん紹介して下さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
多種多様な分子生物学的製剤、分子標的薬が使用可能。
病診連携についてはさらに改善していく予定
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